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明治大学文学部長挨拶
増田　秀男（明治大学文学部長・文学部教授）
　ご紹介いただきました増田でございます。
学長が繰り合わせがつかないということで、
私からご挨拶申し上げます。格調はかなり落
ちるはずでありますが、ご容赦いただきたい
と思います。
　本日は、司書・司書教諭課程開設記念講演
会に多数ご参加いただきましてありがとうご
ざいます。
　この2つの新しい課程の開設は、今、小林
先生からもお話がありましたが、長年の夢が
かなった図書館、課程の関係者にとってだけ
でなく、少なくともほかの3つの方面にとり
まして大変にめでたく、かつありがたいこと
であります。
　3つの方面の1番目は、もちろん大学であ
ります。明治大学にとって、司書・司書教諭
課程がないことは、一種の欠落感のもとに
なっておりました。もっと早く設置しておく
べきだった、何でしなかったのだろう、し
まったなあ、そういう気持ちが、この2つの
課程がないことをめぐって常に存在しており
ました。今度の開設によって明治大学は、い
わばそういう建設的でない気持ちと縁を切る
ことができるようになりました。それに、ほ
んのちょっぴりですけれども、今までの肩身
の狭い思いの埋め合わせができるようになり
ました。例えば学長も、これからは他大学の
学長に「課程の整備も進んでおりまして、21
世紀に向けて万全の体制が整っております」
などと言えるようになるわけです。その意味
では、学長も2課程開設の受益者の一人とい
うことになります。
　3つの方面の2番目は、文学部であります。
と申しますのは、課程を履修する学生は、好
きなことがあって、その好きなことに一生か
かわっていきたい。だから堅実な人生設計を
立てる。そういった文学部にとって最も好ま
しいタイプの学生だからであります。そして、
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2つの課程の開設によって、そういうタイプ
の文学部の学生が、さらに増えることになる
からであります。ちなみに昨年度の課程履修
者のうち文学部の学生は、教職課程で40％、
社会教育主事課程で70％、学芸員養成課程で
33％でした。新しくできた2課程の今年度の
文学部学生の履修者も50％を下回っているこ
とはないと私は思っております。来年からは、
おそらく整然たる空間を愛する、几帳面な、
どういうわけか眼鏡がよく光る受験生が、そ
して文学部学生が増えると思います。本当に
ありがたいことであります。
　3つの方面の3番目は、私であります。個
人的なことで恐縮でありますけれども、私は
慢性的な図書整理不能症に悩んでおりまして、
そうたくさん本があるわけでもないのですけ
れども、必要な本の捜索に、老い先短い身と
しては膨大な時間を費やさせられております。
この病を克服して、傲慢な本どもを平定する
ために、何とか司書術を身につけたい。そし
て、できれば同病の人たちに福音をもたらし
たい。そのために、なるべく合法的な形で司
書課程を履修したい。そう私は考えておりま
す。いずれ主任の阪田先生のところにお願い
にあがりますので、その節はどうかよろしく
お願いいたします。
　最後になりましたけれども、司書・司書教
諭課程の開設に尽力された方々の努力に敬意
を表しますとともに、本日の会が盛会裡に終
わることを心から祈念いたします。　（拍手）
司会　どうもありがとうございました。
　増田学部長のほうからは、大学にとって、
それから文学部にとって、さらに増田先生個
人にとってのこの課程の開設の意義を語って
いただきました。
